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Ⅰ＜紹 介＞『部落解放 1 月増刊号｢部落解放・人権入門 2023～第 53回部落解放・人権夏期講

座（報告書）｣』から、西日本新聞「人権新時代」取材班（山口新太郎さん・西田昌矢さん）

『メディアがみた部落問題の現状-全国水平社 100年-』の報告を紹介します。山口新太郎さん

は「西日本新聞社キャンペーン『人権新時代』の取り組み」について、西田昌矢さんは「被差

別部落出身を紙面上でカミングアウト」というテーマで報告されています。以下、山口新太郎

さんの報告を一部紹介します。 

○「西日本新聞社は、『人権の西日本』と呼ばれます。原点は 1981 年度新聞協会賞を受賞した

『君よ太陽に語れ～「差別と人権」を考える～』キャンペーン。新聞協会から『現代の日本社会

で今なお根強く、タブー視されている同和問題に真正面から取り組み、地域社会の意識はもとよ

り、同和行政・解放運動のあり方などに大きな影響を与えた』と評価されました。報道の判断基

準は『抗議を受けるかどうか』ではなく、『人権の観点に照らし、報道すべきか』。『触れない・

問題にしない』と真逆の『攻めて守る人権』報道を貫いてきました。(略)このような歴史と伝統

が、「人権新時代」企画につながったと考えます。弊社は、水平社宣言から 100 年を意識し、現

場の複数の記者が 4～５年前から企画をあたためてきました。2021年に取材班発足。第 1弾『光

求めて』、2弾『さらされた部落リスト』、第 3弾「記者 28歳 私は部落から逃げてきた」の 3連

載を掲載。別に単発で人権問題の記事を掲載してきています」と述べています。 

○記事の連載内容は、「①水平社宣言の意義、②ネット上に公開された地名リスト、③『部落探

訪』の衝撃、④リスト公開の問題点、⑤広がる悪影響、⑥「鳥取ループ」の目的は何か、⑦カミ

ングアウトとアウティングの決定的違い、⑧差し止訴訟の現状、⑨通底する差別、⑩差別をなく

す法律の整備、⑪差別の根っこに『寝た子を起こすな論』」で、最後に「現代は、誰もが膨大な

情報にアクセスできる時代です。『寝た子はネットで起こされる』し、『そもそも寝ている子など

いない』のです。人を傷つける差別はみんなが許さない社会を創ろう。私たちはそれを「人権新

時代」と名付け、描きつづけたいと考えています」と締めくくっています。 

 

Ⅱ＜お知らせ＞ 

(1)第 141回松本・井元研究会 

日時：4月 18日(火)18:30～ 

内容：①「松本治一郎の手紙」刊行について 

   ②2023年度年間計画案 

場所：事務局 

(2)第 1回啓発部会 

日時：4月 29日(土)14:00～ 

内容：2023年度年間計画案 

場所：田川市民会館 

(3)全九州水平社創立 100周年記念集会 

日時：5月 1日（月）13:30～ 

場所：福岡市立中央市民センターホール 



（福岡市中央区赤坂 2丁目 5-8） 

内容：部落解放同盟福岡県連合会委員長組坂繁之さん、佐賀県部落解放史研究会中村久子さ

ん、 

本研究所理事森山沾一さんによるシンポジウムが予定されています。 

主催：「全九州水平社創立 100周年記念集会」福岡県実行委員会 

※ 参加希望者は、本研究所から申し込んでください。 

(5)2023年度 公益社団法人福岡県人権研究所 定時会員総会 

 日時：5月 28日(日)13:30～ 

場所：(公財)福岡県人権啓発情報センター（ヒューマンアルカディア）視聴覚研修室 

    （春日市原町 3丁目 1-7 JR春日駅前） 

 

■ 訂正 ニュース No.42 ＜報告＞第 8回啓発部会 

(誤）「また、本年 12 月からヒューマンアルカディアが、BURAKU HERITAGE との共同企

画で本テーマでの講座をする予定。」 

(正)「なお、福岡県人権啓発情報センター（ヒューマン・アルカディア）は、本年 7月 22日か

ら 9月の予定で特別展を行うよう準備中です。」 

 

＊2023年度の研究所主催の講座の開催等の詳細については、ホームページに掲載します。 

 

☆ホームページ  

https://www.f-jinken.com 

 

〔人権研究所の出版物〕 

  新谷恭明『校則なんて大嫌い！－学校文化史のおきみやげ－』 

  久米祐子『子どもから障害児を「分けない教育」の戦後史インクルーシブ教育とは－』 

 木村政伸『教室の灯は希望の灯 自主夜間中学「福岡・よみかき教室」の二五年 』   

 関 儀久『感染症と部落問題 近代都市のコレラ体験』 

 森山沾一・和智俊幸・横田司・坂田美穂『殉義の星と輝かん～百年生きる「解放歌」と柴田

啓蔵』 

部落史研究部会/史・資料プロジェクト『2020/2021 史・資料プロジェクト報告集「身分」

を考える』 

木村かよ子「ポストカード」5種 5枚セット 500円 

   

☆お求めは    

https://books-f-jinken.raku-uru.jp/       

☆ニュースのバックナンバーは下記研究所公式サイトでご覧いただけます。 

http://www.f-jinken.com/newsliberacion.html 

  

◇みなさんの投稿お待ちしています。       ニュース担当：峰 

 

info@f-jinken.com（登録解除はこちらから）   

 

【公益社団法人福岡県人権研究所は、会員の会費で運営されています。】 

https://books-f-jinken.raku-uru.jp/
http://www.f-jinken.com/newsliberacion.html

